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○イマダス・町の宝
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今
別
町
体
育
協
会
主
催
の
少
年

野
球
教
室
が
、
10
月
６
日
町
山
村

広
場
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
プ
ロ
野
球
で
活
躍

し
た
、
元
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
投
手

松
沼
雅
之
氏
、
元
中
日
・
ロ
ッ
テ

内
野
手
田
野
倉
利
男
氏
、
元
阪
神

外
野
手
森
忠
仁
氏
、
そ
し
て
、
日

本
プ
ロ
野
球
選
手
会
事
務
局
長
松

原
徹
氏
の
４
名
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や

走
塁
、
そ
し
て
野
球
の
基
本
、
守

備
練
習
で
は
、
実
践
を
想
定
し
出

塁
時
に
応
じ
た
ボ
ー
ル
処
理
や
カ

バ
ー
の
仕
方
、
ゴ
ロ
に
素
早
く
対

応
す
る
野
手
の
構
え
方
や
、
フ
ラ

イ
の
捕
り
方
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

達
は
、
プ
ロ
野
球
で
活
躍
し
た
選

手
か
ら
指
導
を
受
け
て｢

プ
ロ
の

選
手
は
す
ご
い｣

｢

今
日
は
い
ろ

ん
な
こ
と
を
学
び
た
い｣

な
ど
と
、

失
敗
を
し
な
が
ら
も
懸
命
に
技
術

の
習
得
に
意
欲
を
燃
や
し
、｢

も
っ

と
練
習
し
て
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

り
た
い｣

と
話
し
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
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大
泊
地
区
で
９
月
９
日
、
参
拝
行
事

｢

お

山
参
詣｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
15
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
発

起
人
18
名

(

代
表
吉
田
初
弘)

が
地
域
の
活

性
化
や
安
全
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
関
係
者
や
地

区
の
方
々
約
70
名
が『

サ
ー
イ
ギ
サ
ー
イ
ギ』

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
御
幣
を
掲
げ
て
神
社

拝
殿
へ
と
続
く
道
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

関
係
者
は
、｢

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

15
年
ぶ
り
に
参
拝
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
て
、
本

当
に
良
か
っ

た
で
す
。
こ

れ
か
ら
毎
年

地
区
の
行
事

と
し
て
続
け

て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す｣

と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、
今
別
町
立
今
別
小
学
校

(

浅
利

勝
憲
校
長)
の
５
年
生
20
名
は
、
大
川
平
地
区

嶋
中
一
夫
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
稲
刈
り
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

秋
空
の
中
で
、

児
童
た
ち
は
手

ぬ
ぐ
い
を
首
に

回
し
、
額
か
ら

汗
を
流
し
な
が

ら
使
い
慣
れ
な

い
鎌
で
稲
を
刈

り
上
げ
、
収
穫

の
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
い
ま

し
た
。

去る７月23日に亡くなられた元

今別町議会議長嶋中春光氏 (74歳)

が､ 旭日単光章を受賞されました｡

嶋中氏は､ 昭和59年３月から平

成16年３月まで連続５期､ 20年余

りの永きにわたり町議会議員を務

めました｡ その間町議会議長や各

常任委員長を務め地方自治の発展､

町振興の向上に多大な貢献をした

功績が認められました｡

９月19日､ 後町あけぼの老人クラブ (会長 佐藤

正明) 16名が､ なかやま荘付近の花壇の草刈を行い

ました｡

あけぼの老人クラブは､ 毎年３回程度花壇の手入

れを行っており今年で10年目を迎えました｡ マリー

ゴールドやコスモスの花がきれいに咲き並ぶ花壇を

見ながら参加者は ｢道行く人が和むような花をこれ

からも育てたい｣ と話していました｡

このほど､ 藤巻コヨさん (砂ヶ森) と成田タミ

さん (なかやま荘) に､ 内閣総理大臣より顕彰状

が授与されました｡ 国では毎年､ 老人の日記念事

業として､ 年度中に百歳を迎える高齢者に対し､

顕彰状を贈っています｡

藤巻さんは､ 明治40年８月11日生まれで､ 今年

８月に百歳を迎えられ､ 成田さんは､ 明治41年３

月17日生まれで､ 今年度中に百歳を迎えるため､

対象となりました｡

藤巻さんは足腰が丈夫で､ 一週間に一度､ ディ

サービス ｢ひより｣ を利用し､ 他の利用者ととも

に楽しい時を過ごしています｡ 顕彰状を手に､

｢元気に長生きしたい｣ と笑いながら話していま

した｡
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今
別
町
が
め
ざ
す
べ
き
教
育
の
将

来
像
は

｢

心
身
と
も
に
、
想
像
力
に

富
み
、
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心

と
広
い
視
野
を
持
ち
、
郷
土
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
町
民
や
社
会
の
変
化

に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
人
間
を
め

ざ
し
た
教
育｣

で
す
。

時
代
や
社
会
が
大
き
く
変
わ
る
今

こ
そ
、
し
っ
か
り
と

｢

本
質｣

を
見

据
え
、
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て

い
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
の

育
成
の
た
め
①
個
性
を
生
か
し
、
生

き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
②
心

の
ふ
れ
あ
う
社
会
教
育
、
社
会
教
育

活
動
の
充
実
③
未
来
へ
伝
え
る
芸
術

文
化
の
推
進
と
文
化
財
の
保
護
の
以

上
３
つ
に
重
点
を
置
き
、
教
育
行
政

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、｢

人
づ

く
り｣

を
施
策
の
大
き
な
柱
に
位
置

づ
け
、
児
童
生
徒
の｢

知
育
・
徳
育
・

体
育
・
食
育｣

の
調
和
の
あ
る
発
達

促
進
に
努
め
、
激
し
く
変
化
す
る
社

会
を
た
く
ま
し
く
生
き
る｢

人
間
力｣

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
教
職
員
の
資
質
が
向
上
す
る

よ
う
人
材
育
成
に
努
め
、
児
童
生
徒

の
学
力
や
体
力
・
健
康
を
増
進
す
る

と
と
も
に
、
道
徳
の
時
間
や
心
の
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
間
の
連
携
を

図
り
、
す
べ
て
の
学
習
や
生
活
の
基

盤
を
育
む
た
め
の｢

こ
と
ば
の
教
育｣

や
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な

勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る

｢

キ
ャ

リ
ア
教
育｣
を
推
進
し
、
望
ま
し
い

食
習
慣
を
育
て
る

｢

食
育｣

の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

の
活
動
状
況
や
目
標
、
成
果
な
ど
を

学
校
だ
よ
り
等
で
積
極
的
に
情
報
発

信
し
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

国
際
理
解
教
育
の
充
実
と
英
語
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
る
た
め
、
英
語

指
導
助
手

(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

を
継
続
配
置

し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
東
郡

中
学
校
英
語
弁
論
大
会
で
暗
唱
の
部
・

創
作
の
部
で
総
合
優
勝
を
果
た
し
、

英
会
話
能
力
の
向
上
と
豊
か
な
心
の

育
成
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
情
報

教
育
は
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
法
を
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
①
情
報
活
用
の
実
践

力

(

情
報
の
収
集
・
処
理
・
創
造
・

発
信
能
力)

②

情
報
の
科
学
的
な

理
解

(

情
報
手
段
の
特
性
の
理
解)

③

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度

(

情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や
情
報
に

対
す
る
責
任)

が
ね
ら
い
で
す
。町

で
は
、今
年
度
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
超
高
速
回
線
の
整
備
や
情
報
端
末

(

35
台)

の
更
新
を
行
い
、
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
学
校
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
し
て
保

護
者
や
地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
て

学
校
運
営
を
す
る
た
め
に
、
小
・
中

学
校
に｢

学
校
評
議
員｣

を
設
置
し
、

教
育
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
、
家
庭
・

地
域
社
会
の
提
言
や
意
見
を
教
育
活

動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、
今

別
小
学
校
二
階
建

(

鉄
筋)

部
分
の

耐
震
診
断
で

｢

解
体
す
べ
き｣

と
の

結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
の
予

知
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
保
護
者
へ

の
情
報
公
開
や
意
見
・
要
望
を
参
考

に
し
、
安
全
性
を
総
合
的
に
勘
案
し

た
上
で
、
木
造
校
舎
を
活
用
し
た
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
学
校
施
設
等
は
災
害
時
の
緊
急

避
難
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら

｢

今
別

小
学
校
の
将
来｣

を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
充

実
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
、
個
人

学
習
は
も
と
よ
り
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

を
図
り
な
が
ら
自
分
を
大
切
に
し
、

友
達
を
大
切
に
し
、
地
域
を
愛
す
る

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
め
ざ
し
た
青
少
年
教
育
・
家
庭
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

誰
も
が
施
設
を
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
町
立
中
央
公
民
館
や
学
校
施
設

の
積
極
的
な
開
放
を
図
っ
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層

を
対
象
と
し
た
情
報
の
収
集
や
提
供
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
に
努
め
、
各

種
公
民
館
講
座
を
開
設
し
、
多
様
な

学
習
機
会
を
提
供
し
、
住
民
参
加
型

の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
体
育
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
自
主
的
・
主
体
的

運
営
を
支
援
・
育
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
と

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

町
立
体
育
館
は
、
町
民
が
生
涯
に

わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
活
動
拠
点
で
す
が
、
老
朽
化

が
激
し
く
休
館
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
替
わ
る
施
設
と
し
て
学
校
施
設
の

開
放
に
取
り
組
み
、
教
育
委
員
会
が

窓
口
と
な
り
手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
民
の
文
化
意
識
の
高
揚
と
芸
術

に
親
し
む
機
会
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
活
動
の
母
体
と
な
る
町
文
化
団

体
連
絡
協
議
会

(

加
盟
15
団
体)

へ

の
支
援
と
と
も
に
、
活
動
成
果
の
発

表
の
場
と
し
て

｢

今
別
町
産
業
と
文

化
の
ま
つ
り｣

の
町
民
参
加
型
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
、
未
来
に
継
承
す
べ
き

町
民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
町
内
に

は
、
種
別
ご
と
に
十
三
件
の
文
化
財

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
う
ち

｢

赤
根

沢
の
赤
岩｣

｢

青
銅
塔
婆｣

｢

今
別
町

の
荒
馬｣

の
３
件
は
青
森
県
指
定
文

化
財
で
す
。
伝
統
芸
能
の

｢

荒
馬｣

は
、
平
成
15
年
に
青
森
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
世
代
間
交

流
や
県
外
交
流
な
ど
、
地
域
の
資
源

と
し
て
有
効
に
活
用
し
保
存
・
伝
承

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
各
保
存

会
に
対
し
補
助
金
の
助
成
の
み
な
ら

ず
、
組
織
の
育
成
と
そ
の
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。
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９
月
22
、
23
日
、
福
島
県
川
俣
町

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
東
北

少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
に
お
い
て
、

小
学
生
女
子
Ｂ
の
部
で
今
別
小
３
年

田
中
深
雪
さ
ん
と
、
中
学
生
男
子
の

部
で
今
別
中
２
年
澤
田
悠
太
く
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
今
別
中
学
校
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
19
名
、
今
別
町
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
８
名
総
勢
27

名
の
選
手
が
参
加
し
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
他
の
部
で
は
、

小
学
校
男
子
Ａ
の
部
で
は
三
厩
小
５

年
濱
野
聖
亜
く
ん
が
７
位
、
小
学
校

男
子
Ｂ
の
部
で
今
別
小
３
年
川
村
紘

平
く
ん
が
６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
田
県
で
行
わ
れ
た
国
民

体
育
大
会
に
お
い
て
、
当
町
か
ら
成

年
男
子
で
出
場
し
た
、
阿
部
秀
嗣
さ

ん
、
大
馬
匡
さ
ん
、
大
馬
義
明
さ
ん

が
エ
ペ
団
体
競
技
で
４
位
に
入
賞
し
、

大
健
闘
し
ま
し
た
。

９
月
22
、
23
日
の
両
日
、
東
京

都
町
田
市
鶴
川
で
、
荒
馬
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
踊
り
や
囃
子

の
講
習
会
や
、
夜
に
は
、
鶴
川
団

地
商
店
街
で
ね
ぶ
た
合
同
運
行
が

行
わ
れ
、
今
別
荒
馬
や
囃
子
な
ど

で
運
行
会
場
は
、
大
勢
の
見
物
客

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
今
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

会
長
金
子
光

雄)

か
ら
、
小
・
中
学
校
野

球
部
へ
、
軟
式
ボ
ー
ル
２
ケ
ー

ス
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
今

別
中
学
校
野
球
部
主
将
平
山

遼
く
ん
は
、
感
謝
の
気
持
ち

と
、
県
大
会
へ
の
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

10月９日､ ちゅっちゅ
くらぶのみんなは､ 五所
川原市の立佞武多の館へ
行ってきました｡ 立佞武
多のあまりの迫力に､ 泣
き出す子も・・・｡ 帰り
は芦野公園でお弁当を食
べ､ ちょっと寒かったけ
ど､ 楽しい秋の遠足でし
た｡

今別小学校放課後こど
も教室では､ このたび改
修工事にかかる学校の壁
を利用し､ ｢海｣ をテー
マにアートを楽しみまし
た｡ このアートには青森
北高校今別校舎の職場体
験に来てくれた２名の生
徒にも協力してもらい､
壁一面に夢のある絵を完
成させました｡
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一般会計の歳入総額は､ 22億８千166万４千円で､ 前年度に比べ
4.2％の減収になりました｡ 主な内訳として､ 町税については､ 7.7
％ (１千871万９千円) の減収､ 普通交付税は対前年度比で3.5％
(４千723万３千円) の減収となりました｡ また､ 部分林立木の売却
で１千561万円の収入などがありました｡
人口減少と高齢化の進行による税収の減少や国からの交付税等の
削減が更に進むと思われ､ これからも自主財源の確保に努める必要
があります｡

��������	
��
��

一般会計の歳出総額は､ 22億４千318万円で昨年比べて4.5％減額と
なりました｡
目的別歳出のトップは､ 公債費の４億４千137万７千円で全体の19.7
％を占めています｡ 以下､ 民生費の３億７千91万３千円､ 総務費の３
億６千75万２千円などとなっています｡
町では､ 国の三位一体改革､ 交付税の削減等により財政状況は悪化
したため､ 引き続き行政改革の一環として町単補助金や各種類の日当
の削減を実施し､ 一定の成果を収めました｡
今後も引き続き､ 住みよい町づくりに努力していきます｡
公債費とは？
町が借り入れした地方債 (長期借入金) の元利償還金及び一時借入
金利子の合計額をいいます｡ 過去の債務の支払いに要する経費です｡
公債費は､ 町の歳入の減少等に関係なく支出しなければならない義務
的経費です｡
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●後町線外融雪溝新設整備事業 ７１, ９９９
●漁港整備事業負担金 ２２, ０００
●巡回バス整備事業 １３, ５２０
●農業生産強化推進整備事業 １１, ７５２
●浄化槽整備事業 ８, ２４８

��������	
� 単位：千円

������������ !"#$�%&'()�)��

固定資産税 町民税 町たばこ税 軽自動車税
37,456円 14,515円 5,251円 1,495円

�����*+�,���� !"#$�%&'�(�-���

公債費 民生費 総務費 衛生費 教育費 消防費
114,792円 96,466円 93,824円 75,450円 41,732円 41,579円

� うち､ 広域事 �
� �
� 務組合分 �
� �
�ゴミ･し尿･斎場�
� �
� 35,555円 �

�うち､ 広域�
� �
�事務組合分�
� �
� 36,390円 �

土木費 農林水産費 諸支出金 議会費 商工費 災害復旧費 労働費
40,518円 31,915円 17,933円 13,483円 12,043円 3,634円 33円
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【参考】 －町税の内訳－
・町 民 税 55,810千円
・固定資産税 144,018千円
・軽自動車税 5,747千円
・町たばこ税 20,192千円

合 計 225,767円
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平
成
19
年
度
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計
歳

入
歳
出
に
５
７
、
８
２
８
千
円
を
追
加
し
総
額

２
、２
５
３
、９
８
７
千
円
と
し
た
。
歳
入
で
は

普
通
交
付
税
を
４
４
、７
７
９
千
円
追
加
し
、

歳
出
で
は
除
雪
費
を
２
０
、０
０
０
千
円
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
を
３
５
、

６
２
２
千
円
、
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
を
１
０
、

８
１
４
千
円
そ
れ
ぞ
れ
追
加
補
正
し
た
。
ま
た
、

６
月
議
会
で
決
ま
っ
た
議
員
の
報
酬
削
減
、
特

別
職
及
び
一
般
職
員
の
給
与
削
減
に
伴
う
人
件

費
を
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
５
８
、

６
３
２
千
円
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
水
道
事

業
会
計
に
料
金
収
入
１
０
、
１
６
４
千
円
を
追

加
し
た
ほ
か
、
各
会
計
と
も
前
年
度
決
算
処
理

に
伴
う
繰
越
金
や
繰
上
充
用
金
等
を
調
整
し
た

の
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
文
を
整

理
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前
年
度
の
老
人
医
療
費
清
算
に
伴
う
繰
入
金

２
、
６
６
０
千
円
を
追
加
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前
年
度
の
老
人
医
療
費
清
算
に
伴
う
返
還
金

等
１
２
、
９
４
１
千
円
を
追
加
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現
計
画
に
今
別
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
を
追
加
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歳 入 決 算 額 �,���,��� �,���,��� �,		�,�	�

歳 出 決 算 額 �,��	,��� �,	��,	�� �,���,���

歳 入 歳 出

差 引 額
	�,��� ▲ 	��,�
	 ▲ ���,��


!<�8:"#"$=>'?@ABC':DE �()*+,-./0123�

� 8 F "#"$=>' @ABC'

一 般 会 計 ��,��� ��,���

国 保 ( 事 業 勘 定 ) ��,��� ��,���

国 保 ( 診 療 施 設 勘 定 ) ▲ 	�,
	� ▲ 	�,
	�

老 人 保 健 会 計 �,��� �,���

介 護 ( 保 険 事 業 勘 定 ) �
,�	
 ��,���

介 護 ( 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ) ▲ ���,�	� ▲ ���,�	�

簡 易 水 道 事 業 ▲ 		,	�
 ▲ 		,	�


合 計 ▲ ���,��	 ▲ ���,
��

※

連
結
実
質
収
支
比
率

一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

加
え
た
財
政
状
況
の
実
質
収
支
比
率

GHI&:JKL�

� 8 F G H ' GHM:'

一 般 会 計 ��,��� �,���,	��

国 保 ( 事 業 勘 定 ) ��,�
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国 保 ( 診 療 施 設 勘 定 ) 	�,
	� ���,
��

介 護 ( 保 険 事 業 勘 定 ) �,��
 �
�,���

介護 (介護サービス事業勘定) ���,�	� ���,�
�

簡 易 水 道 事 業 	�,��� ���,���
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�
�

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
一
般
住
宅
に
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、

高
齢
者
世
帯
や
非
課
税
世
帯
に
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

一
般
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
に

伴
う
説
明
会
は
、
広
域
消
防
等
で
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
町
で
は
助
成
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
各
地
区
、
各
消
防
分
団
等
で
と
り
ま
と

め
を
す
る
こ
と
で
安
く
提
供
で
き
る
よ
う
な
の

で
、
町
民
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

�
�

妊
婦
健
診
は
妊
娠
初
期
か
ら
出
産
ま
で

14
回
程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
妊
婦
の
無
料
健
診
は
２
回
ま
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
少
子
化
対
策
の
た
め
に
も
５
回
ま

で
無
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
妊
婦
健
診
を
５

回
ま
で
助
成
す
る
方
向
で
準
備
に
入
っ
て
い
ま

す
。

�
�

現
在
、
町
の
財
政
事
情
に
よ
り
観
光
地

等
の
ト
イ
レ
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す

が
、
そ
の
方
々
が
一
番
困
る
の
が
ト
イ
レ
の
使

用
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
閉
鎖
し
て

い
る
ト
イ
レ
を
観
光
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
も
一
時

的
に
開
放
で
き
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

一
時
的
に
で
も
ト
イ
レ
の
使
用
と

な
る
と
、
浄
化
槽
の
点
検
や
維
持
管
理
の
面
、

ま
た
電
気
の
契
約
の
関
係
で
経
費
を
要
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
の
た
め
に
今
年
度
か
ら
閉
鎖
し
た

も
の
で
あ
り
、
経
過
を
見
守
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

�
�

休
耕
田
の
再
活
用
に
つ
い
て
、
現
在
、

町
で
行
っ
て
い
る
内
容
を
伺
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
桃
、
栗
の
栽
培
で
海
外
旅
行
を
し

て
い
る
夫
婦
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当

町
で
も
栗
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
方
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。
ま
た
、

休
耕
田
を
利
用
し
て
バ
イ
オ
燃
料
向
け
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
が
で
き
な
い
も
の
か
伺
い
ま

す
。町

内
に
は
廃
校
に
な
っ
た
校
舎
が
４
校
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
解
体
し
建
築
ヒ
バ
廃
材
の

再
活
用
と
し
て
加
工
販
売
が
で
き
な
い
も
の
か
。

さ
ら
に
、
廃
材
を
利
用
し
た
筆
や
刷
毛
の
柄
づ

く
り
等
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

濁
酒

(

ダ
グ)

を
正
式
に
認
可
を
と
っ
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
全
国
の
県
人
会
等
に
契
約
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

	



�
�

�
�

国
の
政
策
等
に
よ
り
水
稲
の

耕
作
が
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
は
町
内
に
は
相

当
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
150
ヘ
ク
タ
ー
ル
く
ら

い
は
牧
草
の
転
作
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
そ

の
他
は
交
付
金
を
利
用
し
た
畑
作
の
振
興
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

栗
の
作
付
け
に
つ
い
て
は
、
昭
和
40
年
代
の

転
作
政
策
に
よ
る
高
額
な
補
助
金
が
主
眼
で
、

そ
の
後
の
生
産
販
売
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

バ
イ
オ
燃
料
に
必
要
な
植
物
の
主
産
地
は
、

大
規
模
経
営
を
進
め
る
諸
外
国
で
あ
り
、
当
町

の
よ
う
な
経
営
規
模
が
小
さ
い
農
家
で
は
、
休

耕
田
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
燃
料
向
け
の
植
物
の

栽
培
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

�
�

�
�

閉
校
し
た
校
舎
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
売
買
の
方
向
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
が

い
ま
だ
に
契
約
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
提

案
の
廃
材
利
用
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
実
績
を
上
げ
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に

し
な
が
ら
取
り
組
み
に
向
け
て
検
証
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ダ
グ
に
つ
い
て
は
、
通
称｢

ド
ブ
ロ
ク
特
区｣

と
呼
ば
れ
、
農
家
が
自
ら
生
産
し
た
米
を
原
料

と
し
て
製
造
し
、
特
区
内
で
飲
用
に
供
す
る
場

合
に
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
ご
質
問

に
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
特
区
外
へ
の
持
ち
出
し

は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。

�
�

町
長
は
就
任
以
来
、
財
政
建
て
直
し
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

｢

削
減｣

に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
削
減
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
、
何
度
と
な
く
少
子
高
齢
化
問
題
を
取

り
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
全
国
的

に
も
悩
ん
で
い
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
一
朝

一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で
も
あ
ま
せ
ん
が
、

何
の
手
立
て
も
し
な
い
と
い
ず
れ
町
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
企
業
興
し
が
大
事
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
個
人
の
所
得
向
上
を
図
り
、
税

収
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
活
性
化
し
た
町
づ
く

り
の
た
め
に
、
一
日
も
早
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

考
え
た
ら
ど
う
か
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

�
�
�
�

財
政
建
て
直
し
は
、
削
減
だ
け
で

は
出
来
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
、
収
入
増
の
た
め
に
農
業
・
漁
業

の
振
興
対
策
や
、
商
工
会
と
協
力
し
な
が
ら
商

工
業
の
取
り
組
み
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
成
果
が
す
ぐ
に
で
な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
作
り
を
含

め
、
企
業
興
し
に
一
層
努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

�
�

県
内
各
地
で
特
産
物
を
利
用
し
た

｢

町

お
こ
し｣

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
町

で
も
商
工
会
で
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
た

｢

弁
当｣

や

｢

お
土
産
品｣

な
ど
の
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
側
の
特
産
品
開
発

の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。町

で
は

｢

菊｣

と

｢

和
牛｣

に
つ
い
て
は
峠

に
看
板
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
産
農

家
の
努
力
に
よ
り

｢

今
別
牛｣

の
知
名
度
が
上

が
り
、
新
規
参
入
農
家
も
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
再
び
町
所
有
の
種
牛
導
入
の
考
え
が
な
い

か
伺
い
ま
す
。

�
�
�
�

町
内
の
自
営
業
の
方
や
農
家
の
加

工
グ
ル
ー
プ
の
努
力
に
よ
り
、
地
域
特
産
物
を

利
用
し
た
加
工
品
が
開
発
さ
れ
、
機
会
あ
る
ご

と
に
積
極
的
な
販
売
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
北
海
道
新
幹
線

(

仮
称)

｢

奥

津
軽
駅｣

開
業
に
向
け
、
広
域
的
視
点
か
ら
の

振
興
策
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
活
性
化
に
結
び
つ

け
る
特
産
品
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
関
係
部
門
に
よ
る
検
討
を
行

い
、
そ
の
後
、
関
係
者
や
関
係
機
関
を
含
め
て

具
体
的
な
作
業
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

	





�

種
牛
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
所
有

の
全
国
一
の
種
牛
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
単
独

と
し
て
の
導
入
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
導

入
事
業
を
活
用
し
て
優
良
な
メ
ス
牛
を
農
家
の

方
々
に
定
期
的
に
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

�
�

二
股
の
母
沢
地
区
に
は
、
用
水
を
取
り

入
れ
る
水
門
が
あ
り
ま
す
が
、
川
底
の
低
下
に

よ
り
水
位
が
水
面
よ
り
低
い
状
態
で
す
。
農
家

個
人
が
用
水
を
確
保
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
町
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
水
路
整
備
を
必
要
と
す
る
箇

所
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

	


�

�
�

�

ご
指
摘
の
母
沢
の
頭
首
工
に

つ
い
て
は
、
以
前
に
農
業
災
害
復
旧
事
業
で
施

工
し
て
お
り
ま
す
。
相
当
な
年
月
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
老
朽
化
し
、
十
分
な
取
水
が
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
場
を

詳
し
く
調
査
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
地
区
の
水
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
で
採
択
し
て
い
た
だ
く
よ

う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
地
元
負
担
を
伴
う
こ

と
か
ら
少
な
い
財
源
で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
緊
急
性
や
財
政
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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町
の
財
政
危
機
の
原
因
は
、
国
の
交
付

金
の
削
減
と
老
人
施
設
の
民
営
化
に
よ
っ
て
正

職
員
を
役
場
で
抱
え
込
ん
だ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

18
年
度
決
算
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
収
入
で
賄
っ
て
い
た
老
人
福
祉
施
設

の
正
職
員
の
経
費
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

�
�

�
�

な
か
や
ま
荘
と
ひ
よ
り
の
事
業
収

入
は
２
億
４
千
375
万
３
千
円
で
、
正
職
員
の
人

件
費
を
除
い
た
事
業
費
が
１
億
686
万
２
千
円
で

す
の
で
、
差
し
引
き
１
億
３
千
689
万
１
千
円
が

人
件
費
に
充
当
で
き
る
額
で
す
。
た
だ
し
、
決

算
で
は
正
職
員
の
人
件
費
は
１
億
９
千
351
万
円

で
す
か
ら
５
千
661
万
９
千
円
が
赤
字
と
な
り
ま

す
。

�
�

｢

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
に
対
し
、

市
町
村
の
判
断
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
証
の
短

期
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る｣

と
い
う
制

裁
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た
社
会
保
険
庁
改
革
関

連
法
が
成
立
し
、
来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
制
裁
を
設
け
た
こ
と
は
理
不
尽
で

あ
り
、
多
く
の
自
治
体
が
実
施
し
な
い
方
針
を

明
確
に
し
て
い
ま
す
が
、
当
町
の
方
針
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

国
民
年
金
保
険
法
の
改
正
が

平
成
20
年
４
月
に
施
行
に
な
り
ま
す
が
、
市
町

村
の
窓
口
業
務
等
や
手
続
き
の
面
で
詳
し
い
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村

の
動
向
等
を
見
な
が
ら
、
町
と
し
て
の
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�

安
倍
首
相
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
大

敗
を
受
け
て
内
閣
改
造
を
行
い
、
人
身
一
新
を

図
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
臨
時
国
会
の
所
信
表

明
演
説
で
は
選
挙
の
惨
敗
を
受
け
て
深
い
反
省

を
表
明
し
、
敗
因
と
な
っ
た
地
域
間
格
差
の
是

正
を
優
先
す
る
方
針
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
改
造
内
閣
で
地
域
間
格
差
問
題
の

解
消
や
弱
者
支
援
へ
の
方
向
転
換
が
本
当
に
で

き
る
の
か
不
信
感
が
募
る
ば
か
り
で
す
。

町
長
は
、
第
二
次
安
倍
内
閣
が
今
後
ど
れ
だ

け
地
方
に
目
を
向
け
た
政
策
を
打
ち
出
す
か
期

待
し
た
い
と
表
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て

町
長
の
所
見
を
求
め
ま
す
。

�
�

小
泉
内
閣
が
誕
生
し
、
社
会
は
一
変

し
ま
し
た
。
構
造
改
革
と
い
う
名
の
下
に
地
方

へ
の
支
援
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
日
本
独
特
の
生

活
文
化
が
破
壊
さ
れ
、
そ
の
後
に
安
倍
内
閣
が

誕
生
し
ま
し
た
が
、
交
付
金
や
補
助
金
の
大
幅

な
削
減
を
強
行
し
、
地
方
財
政
は
破
綻
寸
前
ま

で
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
選
挙
に
惨
敗
後
も
政
治
姿
勢
に

反
省
の
こ
と
ば
も
な
く
、
総
理
の
座
に
と
ど
ま

り
改
造
内
閣
を
発
足
さ
せ
て
国
民
に
支
持
を
訴

え
る
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
神
経
の
持
ち
主
か
と

疑
問
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

第
二
次
改
造
内
閣
発
足
後
も
農
林
水
産
大
臣

の
辞
任
な
ど
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
は
、
総
責
任

者
で
あ
る
安
倍
総
理
が
早
々
に
辞
任
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
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２日 総務文教常任委員会
３日 東郡町村議会議員健康管理セミナー
12日 県下町村議会議員研修会
13日 国道280号バイパス建設及び整備促進期成同盟会総

会
25日 北海道新幹線開業

促進特別委員会青
森工事現場視察

27日 議会広報委員会
��

14日 今別町成人式
21日～22日 産業建設常任委員会視察研修
23日 東郡町村議会議長会会議
27日～28日 ＪＲ北海道本社及び函館支社表敬訪問

��

３日 議会運営委員会
４日 上北横断道路シンポジュウム
７日～13日 第370回定例議会
７日 総務文教常任委員会

産業建設常任委員会
13日 議会広報委員会
21日 生きがい健康づくりと敬老の集い

27日 県町村議会広報研修会
28日 青森地域広域消防事務組合議会

青森地域広域事務組合議会
28日 北海道新幹線奥津軽駅保守基地造成工事安全祈願
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８
月
21
日
か
ら
22
日
ま
で
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
が
同
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。
視
察
先
の(

社)

青
森
県
栽
培
漁
業
振
興
協
会
は
、

平
成
13
年
11
月
に
県
公
社
か
ら
切

り
替
え
と
な
っ
た
第
３
セ
ク
タ
ー
。

ア
ワ
ビ
と
ヒ
ラ
メ
が
主
体
で
あ
る

が
、
一
昨
年
か
ら
ナ
マ
コ
の
育
苗

に
も
取
り
組
み
県
内
の
需
要
に
応

え
て
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
議
員
自
ら
の
資
質

向
上
と
議
会
活
動
の
活
性
化
を
図

る
目
的
で
三
戸
郡
階
上
町
に
あ
る

青
森
県
栽
培
漁
業
振
興
協
会
の
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

栽
培
漁
業
に
つ
い
て
は
、
当
町

の
西
部
漁
協
で
も
ナ
マ
コ
の
稚
魚

を
放
流
し
て
育
て
る
漁
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
０
・

２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
稚
魚
か
ら

15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル(

400
グ
ラ
ム)

位
の
親
ナ
マ
コ
に
な
る
ま
で
３
年

か
ら
４
年
ぐ
ら
い
か
か
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

振
興
協
会
の
松
橋
栽
培
部
長
の

説
明
に
よ
る
と
、
今
別
町
の
海
岸

線
は
ナ
マ
コ
の
稚
魚
放
流
に
適
当

な
岩
場
が
あ
り
、
海
藻
類
あ
り
、

砂
地
に
小
石
あ
り
で
、
県
内
で
も

有
数
の
ナ
マ
コ
放
流
に
適
し
た
海

域
で
あ
る
と
の
お
話
で
し
た
。

ま
た
、
県
内
で
も
一
番
先
に
同

協
会
の
ナ
マ
コ
の
稚
魚
を
放
流
し

た
の
も
当
町
の
漁
業
協
同
組
合
だ

と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
毎
年
続
け
て
放
流

し
、
漁
獲
量
を
制
限
し
な
が
ら
育

て
る
漁
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
漁
獲
高
を
上
げ
、
漁
民
の
所
得

が
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
き
ま
し
た
。

(

委
員
長

中
島

�
彦)
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本年９月19日から､ 道路交通法が改正され､ いわゆる飲酒運転の幇助行

為である､ 車・酒の提供を厳罰化・同乗することも禁止されることになり
ました｡

この他､ 運転者本人に対する ｢酒酔い・酒気帯び運転｣ の罰則も強化さ
れました｡
酒酔い運転……５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金
酒気帯び運転……３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金
いずれにしても､ 飲酒運転は絶対しない､ 又はさせないようにしましょ

う｡
詳しい改正内容を知りたい方は警察署等へご連絡下さい｡

詳しくは､ 警察署又は交番へ問い合わせ下さい｡
連絡先 外ヶ浜警察署 ２２－２２１１

今別駐在所 ３５－２０２９
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平成19年４月１日以降に､ 住宅ローン等を利用して自宅のバリアフ

リー改修工事をした場合は､ 一定の要件に該当すれば５年間､ 所得税
の税額控除 (年間最高12万円) を受けることができます｡
対象となる工事は､ 廊下の拡幅､ 屋内の段差の解消､ 浴室やトイレ
の改良など自己負担額が30万円を超えるものに限られます｡
申告できる方など詳しくは､ 国税庁ホームページをご覧いただくか
最寄りの税務署にお尋ね下さい｡

電話 (代表) ０１７－７７６－４２４１

���������	
�
�����	
��
������

●請求期限は､ 平成20年３月31日です｡
この期限を過ぎますと､ 法律の規定により､ 特別弔慰金を受け

る権利が消滅します｡

���

戦没者等の死亡当時のご遺族で､ 平成17年４月１日において､
公務扶助料､ 遺族年金等を受ける方がいない場合に､ 次の順番
による先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます｡
１. 弔慰金の受給権者
２. 戦没者等の子
３. ①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹 (戦没者等と生計関係を有
していなかった方等は除きます)

４. 前記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
５. 前記１から４以外の三親等内の遺族 (戦没者等の死亡時ま
で引き続き１年以上生計関係を有していた方に限ります)

���� 額面40万円､ 10年償還の記名国債
お問い合わせは､ 町民福祉課福祉担当まで

℡ ３５－２４６５

� � � � � � � � � � � � �
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酒気を帯びている者で飲酒運転を行うおそれが
ある者に対し

車両を提供する 酒類を提供する

運
転
者
本
人
が

酒酔い運転の
場合

５年以下の懲役又は
１００万円以下の罰金

３年以下の懲役又は
５０万円以下の罰金

酒気帯び運転
の場合

３年以下の懲役又は
５０万円以下の罰金

２年以下の懲役又は
３０万円以下の罰金

車両の運転手が酒に酔った状
態にあることを知りながら

車両の運転者が酒気を帯びてい
ることを知りながら

自己の運送の要求・依頼をしてその車両に同乗する

３年以下の懲役又は
５０万円以下の罰金

２年以下の懲役又は
３０万円以下の罰金
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� � 平成19年11月24日 (土)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館
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※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
16
年
４
月
２
日

誕
生
日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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青森県最低賃金は､ 10月31日から時間額で619円に改正さ

れました｡
最低賃金制度は､ ｢最低賃金法｣ に基づき国が賃金の最低

限度を定め､ 使用者は最低賃金より低い賃金で労働者を働か
せてはならないと定めたものです｡
このため青森県最低賃金は､ 産業別最低賃金 (４業種) が

適用される労働者を除き､ 県内で働くすべての労働者 (常用､
臨時､ パート､ アルバイトを問わない) に適用されることに
なります｡
使用者は最低賃金について常時見やすい場所に掲示をする

か､ その他の方法で労働者に周知しなければなりません｡
なお､ 最低賃金に関するお問い合わせは青森労働局・賃金

室 電話 ０１７－７３４－４１１４
又は最寄の労働基準監督署までご照会下さい｡
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